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論 文 内 容 の 要 旨

本論文はカンキツ類の育種に関する基礎資料の獲得を目的として, 多腔現象とくに受精狂の特性を解明

し, 芽条変異誘発の可能性を検討し, さらにミカンの台木として用いられる日本産カラタチの変異を探索

したものである｡

まず, 丸実キンカンを材料として, 受粉直後から腔形成の全過程にわたって詳細な解剖学的追跡調査を

行ない, 以下の現象を認めた｡ すなわち受粉後 1週間目頃, 珠心の各部分とくに珠孔に近い部分に核染色

剤可染性の細胞が数多く出現し,それらは出現密度に応じてたがいに競合しつつやがて珠心肱に生長する.

また受精腔は腔のう内の味孔部に位置し, 腔珠柄を有するため発生初期には識別可能であるが, 競合力が

弱くまた肱珠柄もやがて消失するので発生後期における識別は不可能である｡ そこで受精肱を放射性同位

元素によって標識する方法を考究し, その結果 3H- または 14C-thymidine溶液の新稽基部における吸収

処理によって花粉核 DNA を 3H または 14Cで標識できること, さらに標識花粉を授粉して得た種子の

各肱の放射能を調べることによって受精肱を識別できることを明らかにし, 受精腔の形状および種子内位

置の解明に成功した｡ また受精腔の人工培養には, 20/.のしょ糖を含むホワイ ト修正培地に 1pp甲 のカ

イネチンおよび IAA を添加した培地が最適であることを示した｡

つぎに, 夏 ミカンの種子および実生にⅩ線またはγ線を照射し, 誘発される形質障害を解析して芽条変

異の誘発に適した照射法を推定するとともに, 早生温州 ミカンの幼木にⅩ線を照射して樹勢の旺盛な有望

突然変異体の作出に成功し, 変異特性を分析してカソキツ類における芽粂変異誘発の可能性を示唆した｡

最後に, 全国33か所よりカラタチの果実を収集して母樹別系統法により実生 108系統を育成し, 形態的

および生理的諸形質を調査するとともに, 採種地方を考慮した選抜した29系統について精油成分の分析を

行なった結果,顕著な系統変異を見出した｡ また精油成分に関して得られた結果に主成分分析法を適用し,

供試29系統が 5 群に分類されること, および採種地方によって形質分化の傾向を異にすることを明らかに

した｡
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

カソキツ類には普遍的に多腔現象がみられるが, 受精腔は一般に珠心膝に比べて著しく活力が劣るため,

交雑育種法を適用して新種を育成することは事実上不可能の状態にある｡ 本論文の著者はまずこの点に着

冒し, 多腔形成過程の詳細な追跡調査を行なったのち, 受精腔を放射性同位元素で標識することによって

識別する方法を確立した｡ この方法は花粉核 DNA を 3H または 14Cで標識し, 標識花粉を授粉して得

た種子車の腔それぞれの放射能を調べるものであり, 著者はこの方法を用いて受精膝の形状および種子内

における位置の解明に成功し, さらに受精腔の培養法についても新知見を得ている｡

つぎに著者は, 現在のカソキツ栽培種がいずれも自然の芽条変異によって得られたことに着目し, 夏 ミ

カンを用いて放射線反応を調べ, 芽条変異誘発のための適切な方法を推定するとともに, 早生温州 ミカン

にⅩ線を照射して樹勢の旺盛な突然変異体の作出に成功している｡

最後に著者は, カンキツ類の実用性が台木の優劣により影響される所が大きいことを考慮して, 全国各

地よりカラタチの果実を収集し, 母樹別実生系統を育成して諸形質を調査した｡ その結果精油成分構成の

パターンに頗著な系統問差異があることを見出し, 日本産カラタチには優良な台木の選択または育成上考

慮すべき変異が存在することを示唆している｡

以上のように, 本研究はカソキツ類の育種に関する基礎的問題の解明に重要な新知見を加えたものであ

り, とくに放射性同位元素による受精膝の標識は重要な新技法を開拓したものであって, 果樹の育種なら

びに育種学に貢献するところがきわめて大きい｡

よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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